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序章 
琉球史と呼ばれる歴史研究の源流は、20 世紀初頭の沖縄学の担い手たちにまで遡る。そ

の後、沖縄戦と米軍統治時代、日本復帰という歴史的経験を経ながら、現在の琉球史は「日

本史」や「郷土史」の枠に留まらない独自の位置を占めるようになった。かつての伊波普

猷や東恩納寛惇といった研究者らは、近世（1609～1879 年）の琉球国は薩摩藩の対中国貿

易のための「機関」や「傀儡」に過ぎないと見做していた。戦後の琉球史研究は「幕藩体

制の中の異国」、次いで琉球(国／王府）の「主体性」や「自律性」を核にした歴史像を打ち

出していく。この間の実証研究の進展は目覚ましく、史料の発掘と整備により、対外関係

史を含め政治・社会・文化に関する様々なテーマが取り上げられてきた。 
本論文は、近世後期（18 世紀半ば～19 世紀末）という時代の社会経済史（人口・貨幣・

物価）が研究テーマである。 
琉球史の社会経済史研究は、復帰前後までは土地・租税・農民層分解といったマルクス

主義歴史学の影響が色濃く反映されたものだった。1980 年代以降にマルクス主義歴史学の

影響力が停滞し、中琉関係史を中心とした対外関係史が飛躍的に進展するなかで、次第に

那覇の社会経済や対外貿易へと研究の関心が移っていく。2000 年代からは民衆史や生業と

いったテーマに注目が注がれ、近世琉球の社会経済史研究はその対象を広げつつ現在まで

一定の蓄積がある。一方で、その間に社会経済史全体で活況のあった人口・貨幣・物価に

関する研究は、復帰前後の水準にとどまっている。また、近世後期の疲弊史像を語るさい

にその象徴とされるのが人口の問題であり、社会経済の停滞や後進性を語る際にも貨幣や

物価の問題が取り上げられてきた。紋切り型な近世後期の疲弊像と社会経済の停滞や後進

性を再考するうえで、人口・貨幣・物価に関するそれぞれの実証研究を進める必要がある。 
 

第１章 近世後期の琉球における人口 
第１章では、社会経済を構成するうえで重要な指標となる人口について検討した。最初

に、近代統計資料との接続を考慮して近世の人口史料を批判的に捉え、実際に 18 世紀の後

半以降は女性、屋取士族、身売り人、沖縄島の百姓といった人々が欠失していたことを示

した。これは、先行研究で定説となっていた近世後期の人口減少論に再検討を迫る結果で

ある。 
総人口は 18 世紀半ばの 20 万人前後から 1880 年までに 35 万人台にまで増加したが、地



域別の推移は異なっていた。最も増加率の高かったのが沖縄島であり、なかでも中頭方は

屋取集落の発生と成長から抜きん出るほどの高い増加率が確認された。町方人口は那覇を

中心に 19 世紀も人口増加はゆるやかに続いたが、首里の人口は 18 世紀後半までの増加ペ

ースから減退しており、これまで考えられてきた首里を中心とした人口増加は史料の誤読

によるものであることを論証した。一方で、宮古・八重山と久米島といった離島地域は 19
世紀前半まで顕著な減少期と停滞期が続いた。中頭方と八重山を比較すると、出生率を引

き下げる社会環境の問題が背景にあると考察した。 
また、飢饉・疫病が発生流行した年を飢饉・疫病年とし、人口推移との連関を検討した。

合わせて、近代統計資料から 1883 年と 1886 年の沖縄県総人口の男女年齢別の人口ピラミ

ッドを作成し、近世末の人口史料から石垣島の石垣村（1873 年）、多良間島の塩川村（1877
年）も同じく人口ピラミッドを作成した。それを見ると、確かに飢饉・疫病年はその前後

の生年人口と比べて減少傾向を確認できたが、同時に平常年が継続して人口の回復・増加

も認められる人口構造であった。飢饉・疫病年の影響は当年また翌年に人口減少として表

れたが、これは当年の場合は乳幼児死亡率の上昇、翌年の場合は意識的に飢饉・疫病年を

避けて妊娠行動を抑制し翌年に延期した結果を反映したものである可能性に言及した。 
 
第２章 近世後期の琉球における貨幣 
 第２章では、近世琉球の貨幣論を提示したうえで、王府の銭貨政策を検討した。従来は

金属貨幣に限定された議論になっていたが、実物貨幣と信用貨幣という貨幣の有り方を認

め、史料に即してその性格・機能・変遷について記述した。金属貨幣は銭貨に焦点を絞り、

鳩目銭と京銭について概略した。京銭は琉薩間の民間売買で使用されるだけでなく、17 世

紀後半以降は町方を中心に流通が広まった。実物貨幣は米穀が基本で、宮古では粟、八重

山では米が使われた。信用貨幣は掛け売り・掛け買いという形で史料に出てくる。これま

ではその暴力性や高利貸し的な性格が重視されていたが、金属貨幣と実物貨幣が不十分な

なかで物品の交換を成立させたという役割も見出せる、と指摘した。 
 王府の銭貨政策はこれまで通時的な研究がおこなわれてこなかったため、簡易的な時期

区分を設定したうえで、各々の転換期と琉球・薩摩それぞれの意向を考察した。京銭が 17
世紀の後半には琉球に流入し流通するようになるも、王府の基本的な銭貨政策は鳩目銭と

京銭の併用であった。それが 1694 年に薩摩藩からの「新鋳銭貨壱萬貫鋳調」却下、1702
年の京銭使用停止令という事態に見舞われ、鳩目銭を基軸に銀子も併用する銭貨政策に変

更を余儀なくされた。しかし、鳩目銭の受領性はいくら王府が政治的な信用を付与しよう

とも高まらず、1714 年には薩摩藩に願い出て京銭の使用を再開せざるを得なかった。薩摩

藩でも琉球への京銭流出を問題視し、琉球で独自に流通する銭貨を鋳造して京銭と併用す

ることが王府に打診された。琉球側の対応は、すでに安定して琉薩間の民間ルートの売買

を担っている京銭の使用継続を望み、独自の銭貨鋳造を望まなかった。 
 18 世紀後半からは寛永通宝の鉄銭や真鍮四文銭が那覇を中心に流入し、19 世紀以降は欧

米人が持ち込んだスペインドル銀貨や唐銭も加わった。近世後期の町方は多様な銭貨が飛

び交う状況にあったのである。また、唐銭は直接に清から持ち込まれた私鋳銭の存在も推

測され、銭貨流入また流通量はより活発なものになっていたと考えられる。1860 年代以降

のインフレによって薩摩からの京銭流入が滞るようになると、琉球内でも銭貨不足が問題

になった。1873 年にはこの事態を解決しようと琉球独自の「新鋳銭貨」を鋳造するべきか

否か王府内で議論になるが、銭貨鋳造にかかる財政や諸々の負担、地金の安定的な確保な

どを理由に見送られた。近世後期に顕著となる京銭の供給不足とインフレ、多様な銭貨の



流入とその使用は、町方における銭貨経済の伸長を示唆している。 
 
第３章 近世後期の琉球における物価 
 第３章では、近世琉球の物価に関する問題を考察した。琉球の物価研究は何よりも史料

が圧倒的に不足しているという問題がる。そのため、研究の前提となる既出史料の性格を

分類し、王府の物価政策と長期的な物価推移の傾向について検討した。王府の物価政策は

穀物価格が高騰するなかで、焼酎（泡盛）の製造制限や強制的な米価の引き下げをおこな

うも、物価を十分にコントロールすることができなかった。市場価格を統制すると、物流

や売買を滞らせる結果となったのである。また、米価・甘藷の価格・労賃（工賃）といっ

た限られたものではあるが、いずれも 19世紀にかけての上昇傾向が史料からは確認できた。 
 物価に関連して「諸物付代付帳」と公定価格制度についても検討した。従来の研究では、

18 世紀前半に設定された「諸物付代付帳」の代銭は 19 世紀に至っても変更されなかったと

いわれる。夫銭として物品を徴税される農民層は、18 世紀以降に市場価格は上昇したもの

の、「諸物付代付帳」の価格が前代のまま据え置かれたため、安価で徴税され不利な状況に

あったというのだ。しかし、具体的に「一諸品定代付、一同有所付」（1728 年）と「野菜肴

有所節付幷代付帳」（1845 年）を比較すると、「仮定代」によって代銭の引き上げがおこな

われている物品も確認できた。夫銭の物納では、余剰分の納入による代銭（現銭）支払い、

諸雑物達を間切・村の代わりに調達する請人の存在についても指摘した。 
 1860 年代以降の度重なる銅銭と鉄銭の換算率の変更である「文替り」は、これまで多く

の研究がある。ただ、その当時の史料的制約によって同時代史料の利用が十分ではなかっ

た。はじめに、公刊されていなかった金光玉の研究を重要なものとして位置づけた。また、

先行研究では「文替り」が琉球に適用されたのは薩摩藩が搾取する政治経済的な意図から

であると評されてきたが、同時代史料からは国外への銅銭流出を防ぐために王府も積極的

に推進していた様子が明らかになった。「文替り」によるインフレは町方で顕著に表れてい

たようで、王府が物価統制をおこなうと、利益を減らされた田舎人（町方に食糧を売りに

来る周辺地域の人々）が品物を売りに来なくなり、食糧不足が問題になった。「文替り」に

よって銭貨経済のある程度浸透した町方ではインフレによる経済混迷で苦しむ人々が多数

出ていたが、自給経済を基礎に持つ田舎間切（沖縄島地域）では影響は少なかったという。

これは同時代人である那覇の士が書き記した日記（福地家日記）の記述だが、旧慣調査資

料や『球陽』といった歴史書など二次資料とは異なる問題が見受けられた。 
 
終章 
実物貢納制としての指令経済だけでなく、琉球社会とくに町方以外の地域は土地を基礎

とする自給経済の存在、ユイマールや模合など共同体や個人間の慣習経済といった様々な

一面を持つ。当時の琉球が完全な市場経済のシステムをもつ社会であったと主張する論者

はいないが、全くの自給経済・慣習経済・指令経済であったという極端な論者もいないだ

ろう。銭貨政策で京銭の流通を堅持する態度も、王府や薩摩藩といった政治権力の及ばな

い民間売買の海運ルートが持つ影響力を無視しえなかったからである。物価政策が十分な

成果を挙げられなかった要因も、需給関係に基づいた市場原理が政治権力の介入を拒んだ

ためである。当然これらは部分的な事例分析で、町方経済の論理でもあるが、近世後期の

社会経済史において重要な論点となろう。 
町方における市場経済の伸長が貨幣・物価から僅かでも跡付けられるとするならば、そ

れは沖縄島の人口増加にどのような影響を与えたのか、あるいはその影響を受けたのだろ



うか。総人口の増加がそのまま生産力の増加を意味したならば、それに応じて貨幣需要も

高まって多様な銭貨の流入と流通を社会に呼び込み、実物貨幣や信用貨幣の使用もより促

されたはずである。なかでも、信用貨幣の伸長は掛け売り・掛け買いだけでなく、借金（証

文）や身売り、模合といった事象にも表れただろう。このような社会経済の変化は長期的

な物価推移のなかで、19 世紀の段階的な上昇傾向とも接合する。ただ、これを近世後期に

おける市場経済の萌芽と評価して経済成長を謳うのではなく、複雑な要因のからむ疲弊史

像を解きほぐす一助としなければならない。 
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